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1咽事会｣報告
r第20回 岡山大学界数.数学教育学会理事会｣を平成24年6月9日(⊥)12時から13時30分まで,
岡LLト大学教師数育開発センターでl〕削任しました｡同理解会-の参加者は,会長,顧胤 確執 会引監
査.幹紫の合計16名でした6理事会の議題とそれぞれ(r)内*は下記の通りです｡
(1) 平成23年度の学会活動報告
0 6月学会談話会
@)10ノ1学会研究確嚢会
⑦ /くビルス18号一発T.Uについて
@)名神の盤現について
平成23年度の学会精励軸'iI-として,平成23咋壁6月の談話会では,岡山大学大学院 ,11崎 廃伴
郎教授と岡山大学大学院 平井 安久 准教授(現,同大学大学院教授)の2名から訪越を提供してい
ただいたこと,平成231l:･J蜜10月の研究発表会では,剛 1J人草大学院 平IJf安久准教授 (堤,同人学
大学院教授),聞出【司際大学 佐藤 学 准教授 (現.秋田大学准教授),ノー トルダムflZ;-,L､女+大学
彪能 道明.訊師,岡山大学附属小学校 )JHu元.'l:/]=_.岡山大学大学院院ノF_(現任松 岡l｣IJrl-立鹿
田小学校)閑井 大介先/J=.の5名の発衣および協議を行ったこと,そして,学会誌-ヒルス18号･を確
FuLたことについて繊告がありましたっ
また,本′1;'会全日の名将の鹿部が脆い-JJlあることとJ)稚/i=がありました｡
(2) 平成23年度 会計報'旨.会計監庵報害･承認
平成23年度の会計報/i,会計監査報告があり,平成23fr=鹿会計埴告が坤軒･会で水認されましたO
(3) 平成24年度の学会活動計画
0 6月9日(⊥)7-会談話会について
② 10ノ1学会研究発表会について
(卦 パピルス19号発刊予定について
続いて,本年TE=の活動予定について話し合いました言F成24年度の学会の活動については,通年
通りr藷齢古会Ir研究発表会｣の川酎こ開催することにし,秋の研究発虚会は,平成24坪10n27日(土)
に開催することに決まりましたO
(4) 新入会IJの承認,及び脱退会闘 こついての報告
新入会員については,岡山大学附JFi.小学校 イ言宿 敵鈴子先生,岡山大学大学院院生 失地 晴
彦さん,岡山大学大学院院生 阿部 育子さんの.'i字.の入会が確部会で承認されました～また,脱退し
たいとの旨があった全日についての報告がなされ.理17:会で確認されましたQ
(5) 平成24年度学会,会良,副会長,会計,会計監裾,FPJ二糾二ついて
平成24年JRの本草会において,昨年.度に引き続き,剛山人学大学院 ,限嘩 東洋郎教授に会長
職をお願いすることが理由.会で承終されました｡それに伴い,会則に従って,会長委鵬である副会長,
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会計,会計監査,確事のメンバーの留任の報告がありました｡
また,,幣崎 東洋郎会長から,岡山大学大学院院生(現任校 岡山市立鹿田小学校)凪井 大介先
生と岡山大学附属/｣＼学校 信酒 亜希了先生の2名を,会則に従い,新たに本学会の理TLfとして葬
嘱したことについての報告がありました｡
(6) その他
その他として,平成25年度が本学会の20周年にあたるため,鼎崎 東洋郎会長から20周年の記念
事業についての提案がありました｡これについて慎重に藩論をした結果,提案通り,記念事業を行うこ
とが了承されました｡記念蛸業を行うにあたって,次の3点を柱として進めていき,詳細については今
後,検討していくことが決まりました｡
① テーマを｢数学的思考力を育成する｣とすること
② 公開授業を行うこと
③ 講演会を開催すること
また,学会誌パピルスの学会誌規定について,投稿締め切りを,3月31日から9月30Rに変史するこ
とについて,理事会で了承されました｡
2｢総会｣報告
理Jj:会に引き続き,平成24年6月9日(土)16:00から｢第19回 岡山大学簸数･数学教育学会総
会｣が岡山大学教師教育開発センターで開催されました｡参加者は,31名でした｡
(1) 平成23年度活動報告および会計報告について
平成23年度の活動報告･の後,深井文雄会計監査から平成23年度の岡山大学第数･数学教育学
会の会計報告および,平成23年度の岡山大学算数･数学教育学会の収支が適切に処理されている
との監査報告があり,平成23年度の会計報告について総会で承認されましたD
(2) 平成24年度の活動計軸について
平成24年度の活動計画について,通年通り｢談話会｣｢研究発表会｣の順に開催することにし,秋の
研究発表会は,平成24年10月27日(土)に開催することを報告しました｡
(3) 新入会員について
新入会員については,岡山大学附属小学校 信消 亜希子先生,岡山大学大学r捌完生 失地
晴彦さん.岡山大′学大学院院生 阿部 育子さんの3名の入会についての報告がありまtた｡
(4) 平成24年度学会,会長諭 り会長,会計,会計監査,理動 こついて
平成24年度の本草会において,岡山大学大学院 黒崎 東洋郎教授に昨年度に引き続き,会長職
をお願いすることが押事会で承認されたことの用告がなされま日 -T,それに伴い,,A.:別に従って,会長
委嘱である副会長,会計,会計監査,理事のメンバーの留任および,岡山大学大′芋院院牛(現任校
岡山市立鹿田小学校)凪井 大介先生と岡山大学附属小学校 信拓 LuI仰子先生の2名を新た:二本
学会の理事として委嘱したことについて,¶崎 東洋郎会長から報告がありましたO
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(5) その他
･ 平成25年度が本学会の20周年であり,20周年という節 日にあたって,記念額態を検討すること
についての報告がありましたQ
･ 本学会の副会長の平井 安久先生が,剛J｣大学大学院教育学研究科の教授にご昇任なされた
こととの報告がありました｡
･ 学会誌パピルスの学会誌規定について,投稿締め切りを,3月31日から9月30[に変更すること
についての報告がありました巾
3会員の異動について
平成24年度6月9日現在で把握している本学全会員の方々の鼎動ですO( )の中は,新しい勤務
地です｡
横野 静雄 (倉敷市教育委員会)
磯田 宙也 (井原市立野上小学校)
大森 真人 (総社市立常磐小学校)
勝田 俊行 (鏡野町教育委員会)
酒席 玲子 (岡山市立鹿田小学校)
佐々木ルミ (退職)
佐藤 直之 (岡山市立福口中学校)
佐藤 学 (秋田大学)
玉中千夏子 (岡山市立岡北中学校)
新井 修 (岡山市立陵南小学校)
安井 正郎 (岡山市立灘崎小学校)
山神 勝 (退職)
山本龍太郎 (岡山市立第三藤田小学校)
(五 ト音順)
｣ .I宣
本学会理事の岩谷 耕二先生が,平成24年7月20日にご逝去(軍年80歳)なされよした｡岩谷先生
は,岡山県立福渡高等乍校長や岡山県高等学校数学部会長等を暦任されました｡
また,岩谷先生は,長い間,木学会を支えてくださるとともに,談話会や研究発表会では,率先してご
発言くださり,若い先生方が研究を進めていく上で,大きな励みとなりました｡岩谷先生から直様指導を
受けた本学全会員から,｢大きな声で,熱弁を.slるって授業してくださったJr学会では,若い先生に温か
い指導をされていたが,現職のときはとても厳しいご指希だったJrチャイムの合Llとともに時間厳寸で数
学の授業されるので,｢刑防直｣というニックネームで呼ばれていた｣という声を聞いていまナ｡
誠に残念でなりませんが,本学会会見の皆様とともに,岩谷先生のご冥福をお祈りしたいと思いますG
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第19回 岡山大学算数･数学教育学会｢談話会｣報告
｢r 時 平戒24年6月9[= ヒ)
14-00-1600
場 所 :岡山人 ㌢●教師数台開発センター
参加者数 一31名
< 請 願 1 ㌧
｢新しい算数･数学の授業デザインを考える｣
剛J_I大学 -^J､;:=院教育学研究科 福Il 博雅准教授
【概 要】
*全Fq'"{'功 調禿紅紫を分析ナる二ともなく,授業改X-を掲げて卓,意味がないし学力テストをどの
ように分,frrして授業改.aJ,;L=をすべきかを提案したO
く 話 廷貞 2 >
｢算数的活動を核にした新しい算数の授業づくり｣
岡LJl大学附属小学校 鈴^ 隆.[': 先生
【概 要】
* 算数科の目標にr算数的活助を通して｣と.新しい算数の授業では算数lIJ活動がLTA-祝されて
いる○常数的活動をどんな新機軸でとら'えて授繋すればよいかを提案したU
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< 話 題 3 >
｢動的な見方を生かした新しい図形の授業｣
†軌J人草大学院教育学研究科 院生 囲井 大介
【概 要】
* r栄]形教材は,中学校-移行していた内容が許教科-再び移行されて戻ってきた.梅軒内容
は充実したものの,これらの図形内容,特に,変換幾何に関する指導内容をどのように緒戦す
ればよいかを｢動的な見方｣から提案したn
key-words:劇的な見方.変換幾何
3つの話矧 こ対して,多くの会員O-)万から相棒的/亡発言があり,有意義な会になりました
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